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方  法 
１．調査参加者 
 大学生 21 名 
２．課題 
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 呈示された 3 種類の文章の平均正答率は，14.3％，14.3％，85.7％であり，特に文章の矛盾
を指摘することが難しかった。また，参加者の平均正答率は 38.1％（SD=21.30）であった。 
 記述量については，材料間に有意な差はなかった（F(2,40)= 0.30, ns）。各材料において，
正誤による記述量に差があるかｔ検定を行ったところ，「矛盾 1」においては有意差が
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（t(19)=2.79, p<.05），「矛盾 2」においては有意傾向があり（t(19)=1.81, p<.10），「原因」
においては差は有意ではなかった（t(19)=0.10, ns）。 
 記述内容について，上記の 5 つと「無答（「わからない」を含む）」に分類した（表 4）。材料
による意味単位数の偏りについて，どの材料においても記述がなかった「知識」「メタ」を除
いてχ２検定を行ったところ，偏りは有意であった（χ2 (6)=65.13, p<.01）。残差分析の結
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が高いのは，材料２の 28.6％，材料５の 28.6％，材料６の 28.6％，材料８の 85.8％，材料 11
の 28.6％，材料 13 の 42.9％，材料 15 の 38.1％，材料 18 の 57.1％，材料 19 の 76.2％，材料
28 の 73.7％であった。 
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正解した。この 2 つの質問を併せた全体の正解率は 92.7％であった（表 10）。あらすじの有無
によって正答率に差があるかｔ検定を行ったところ，差は有意ではなかった（t(19)=0.31,ns）。 
(2)内容をまとめる 
 記述された内容を意味単位で区切ったところ，平均意味単位数は 13.4（SD=6.39，最大値 26，
最小値 3）であった（表 11）。あらすじの有無によって記述された意味単位数に差があるかｔ
検定を行ったところ，差は有意ではなかった（t(19)=0.003,n.s.）。 






 呈示されたマンガがおもしろかったか，理由も合わせて尋ねた。結果を表 12 に示す。人数の
偏りについてχ2 検定をおこなったところ，全体では有意傾向があり（χ2 (2)=5.43, p<.10），
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3 領域にわたる人が 4 名，2 領域にわたる人が 6 名であった。また，記述された領域数と意味
単位数との間には，中程度の相関があった（r=0.57）。 
 回答と理由の記述量の対応を表 13 に示す。回答によって記述量に差があるか分散分析を行






 呈示されたマンガが好きか，理由も合わせて尋ねた。結果を表 14 に示す。人数の偏りについ
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多く，次いで「登場人物間の関係」が約 42.9％，「主人公の成長」が約 38.1％であった。 
(6) 続きへの期待 
 呈示されたマンガの続きを読みたいかを尋ねた。結果を表 17 に示す。回答した人がいなか っ
た「あまり読みたくない」を除き人数の偏りについてχ2検定をおこなったところ，全体では偏
りは有意傾向であった（χ2 (2)=4.90, p<.10）。あらすじの有無によっては，偏りは有意ではな
かった（χ2 (2)=2.39, ns）。 
「おもしろさ」「好み」「続きへの期待」に対して，各参加者がどのように答えていたか対応
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をみた（表 18）。なお，「おもしろかった」「好き」と答えた参加者の1 名が「続きへの期
待」では無回答であったため，合計人数は 20 名になっている。 
 人数に偏りがあるか，周辺度数が 0 であるものを除いてχ2 検定をおこなったところ，偏りは
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